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位　置　図（その５）

作業基地位置図

地理院地図（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/）をもとに、東日本高速道路（株）が加工 

位　置　図（その５）
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東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社
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①桶川加納IC作業基地
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位　置　図（その６）

地理院地図（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/）をもとに、東日本高速道路（株）が加工 

位　置　図（その６）

－

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名
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関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

久喜白岡ＪＣＴ高架下資材置場位置図

②久喜白岡ＪＣＴ高架下資材置場
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平 面 図

側 面 図
B 　:　盛土

Rd 　:　現河床堆積物

As 　:　沖積層（砂質土）

Ac 　:　沖積層（粘性土）

Ds 　:　洪積層（砂質土）

Dc 　:　洪積層（粘性土）

地 質 凡 例

補強全体一般図（その１）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

NEXCO西日本コンサルタンツ株式会社

Ａ１橋台端部拡大図 S=1/250

Ａ２橋台端部拡大図 S=1/250
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S=1/500補強全体一般図（その２）

設計年次 令和2年1月

橋　　長 641.800m 桁　　長 318.400m × 2連

道路規格 第1種　第1級　A規格 設計速度 V=100km/h

荷　　重 B活荷重

補強形式

上部工 当て板補強, 支承取替, 桁端延長

下部工 一面鋼板補強(中空橋脚), パラペット改築(橋台), 縁端拡幅

基礎工 補強無し

支　　間 78.400m + 3 @ 80.000m + 3 @ 80.000m + 78.400m

有効幅員 14.500m(上り線), 14.500m(下り線)

幅員構成 3.000(左路肩) + 3.500 + 3.750 + 3.500 + 0.750(右路肩)　　※上下線共通

斜　　角 θ = 90゜00′00″

横断勾配 2.00% 縦断勾配 1.550% ～ -1.550%

架設工法

舗　装 アスファルト舗装 t = 65mm

床　版 場所打ちRC床版　 t = 210mm

壁高欄 直壁高欄　A種

添架物

使用材料

上 部 工

鋼　材 　SM570,SM520C,SM490Y,SM400,SS400,F10T,S10T

コンクリート 　床版：σck=30N/mm2,地覆：σck=30N/mm2

鉄　筋 　SD345

PC鋼材

下 部 工

鋼　板 　SM490,S10T

　σck=30N/mm2(床版・壁高欄・ＲＣパラペット)

鉄　筋 　SD345

重要度区分 B種

地域区分

レベル1 A2地域(Cz=1.0)

レベル2
タイプⅠ 　A2地域(CⅠz=1.0)

タイプⅡ 　A2地域(CⅡz=1.0)

地盤種別 Ⅲ種地盤(TG≧0.6s)

支承条件

形　式 免震支承

橋軸方向 A1・A2：可動，P1～P7：弾性固定(免震)

直角方向(レベル1)
A1・A2：固定，P1～P7：弾性固定(免震)

A1・P1・P3・P5・P7・A2：摩擦型ダンパー

直角方向(レベル2)
A1・A2：可動，P1～P7：弾性固定(免震)

A1・P1・P3・P5・P7・A2：摩擦型ダンパー

固有周期

レベル2(タイプ  )
橋軸方向:T=2.02s(A1～P4)，T=1.99s(P4～A2)

レベル2(タイプ  )

耐震性能 レベル2
耐震性能2

主たる塑性化を考慮する部位：免震支承

設計水平震度
レベル2(タイプ  ) 動的照査法を適用

レベル2(タイプ  ) 動的照査法を適用

適用示方書
設計地震力：道路橋示方書・同解説(平成24年3月)

耐力算出　：道路橋示方書・同解説(平成14年3月)

設計条件

  ---

直角方向:T=2.22s(A1～P4)，T=2.22s(P4～A2)

橋軸方向:T=2.04s(A1～P4)，T=2.02s(P4～A2)

直角方向:T=2.47s(A1～P4)，T=2.46s(P4～A2)

補強全体一般図（その２）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

コンクリート

NEXCO西日本コンサルタンツ株式会社
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S=1/1250上部工補強構造一般図（その１）

上部工補強構造一般図（その１）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

NEXCO西日本コンサルタンツ株式会社

8@9800=78400 8@10000=80000 8@10000=80000 8@10000=80000

1200

A1

P1 P2 P3 P4

1900

E E E

318400

1150
450
300
450

E

STA.
323+

29.1
00

側　面　図

M

750
1150

78400 80000 80000 80000

1900 318400 1200

641800

450
300
450

下弦材　平面図

上り線

下り線

外主構 750

中主構

1
7
0
0
0

1
7
0
0
0

3
4
0
0
0

上弦材　平面図

P3 P4P2P1

A1

EEE
M

A1

ST-1

A1

ST-1

1150

"a部"

下弦材
桁端部延長

ジャッキアップ補強

支承取替
鋼製台座設置
支点部補強

下弦材
桁端部延長

支承取替
鋼製台座設置
支点部補強

E

縦桁側補強

1050

1150
上弦材

斜材

2
6
9

"b部"

A1橋台　ST-1部

桁端部縦桁延長

"b部"

既設制震ダンパーの一時撤去再設置

規格減衰力：1600kN(2基)

平面図

側面図
269

641800

S=1/60

伸縮装置取替

延長床版

延長床版

伸縮装置取替

A1～P4区間

ジャッキアップ補強

P1側A1

1600

A1橋台　外主構部

ジャッキアップ補強・桁端部延長(下弦材)
"a部"

S=1/100

430720 支点上補強リブ

支点部補強

ジャッキアップ補強

桁端部延長

鋼製台座

支承取替
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S=1/1250上部工補強構造一般図（その２）

上部工補強構造一般図（その２）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

NEXCO西日本コンサルタンツ株式会社

上弦材　平面図
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ST-1

A2

ST-1

1150

縦桁側補強

1050

1150
上弦材

斜材

2
6
9

A2橋台　ST-1部

桁端部縦桁延長
"d部"

平面図

側面図
269

S=1/60

8@9800=784008@10000=800008@10000=800008@10000=80000
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1900

EEE

318400

1150
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300

450

下弦材　平面図

上り線

下り線
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中主構

1
7
0
0
0

1
7
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0
0

3
4
0
0
0

P5P4 P6 P7

A2

E E E
M

"c部"

下弦材
桁端部延長

ジャッキアップ補強

支承取替
鋼製台座設置
支点部補強

下弦材
桁端部延長

支承取替
鋼製台座設置
支点部補強

E

"d部"

既設制震ダンパーの一時撤去再設置

規格減衰力：1600kN(2基)

641800

伸縮装置取替

延長床版

延長床版

伸縮装置取替

STA.
329+

70.9
00

P4～A2区間

ジャッキアップ補強

P7側

1600

A2

A2橋台　外主構部

ジャッキアップ補強・桁端部延長(下弦材)
"c部"

S=1/100

430 720

支点上補強リブ

支点部補強

ジャッキアップ補強

桁端部延長

鋼製台座
支承取替
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××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

－－－－－　補強板外面（F3）

ＷＷＷＷＷ　高力ボルト頭部（F11）

×××××　ケレン

▽▽▽▽▽　高力ボルト接合部（J）

　　　　　　補強板

片面施工 両面施工

塗装区分図

▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽▽

補強板添接部

溶接

500 500

溶接

×××××××××××××××××××××××××××××× ×××××××××××××××

×××××××××××××××

500 500

5
0
0

－－－－－　補強板外面（F3）

×××××　ケレン

　　　　　　補強板

○○○○○　一般外面（C）

－－－－－　補強板外面（F3）

ＷＷＷＷＷ　高力ボルト頭部（F11）

×××××　ケレン

▽▽▽▽▽　高力ボルト接合部（J）

　　　　　　補強板

現場溶接部

塗装区分図

－

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

NEXCO西日本コンサルタンツ株式会社
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路肩規制　Ａ

交通規制図（その１）

交通規制図（その１）

路肩規制　Ａ

矢印板

5@20=100m 200m100m

追越車線

第二走行車線

路　　肩

第一走行車線

300m

工事箇所

：標識車

：ラバーコーン

：赤色回転灯

：矢印板 ：交通監視員

：警戒標識

500ｍ先(貸与)

200ｍ先

矢印板

2@50=100m

30m

【凡例】

工事区間

ラバーコーンピッチ20m

左側作業

500ｍ先

－

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

矢印板 枚 5 貸与

ラバーコーン 個 必要数 貸与

警戒標識 基 2 貸与

貸与赤色回転灯 1

標識車 台 1 貸与

台

規制材種類 単位 数量 摘要

規制機材表

交通監視員 人 1 テーパー

人 1 車両入口

人 1 工事箇所

人 1 巡回等

(貸与) (貸与)

(貸与) (貸与)
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300m

矢印板

2@50

=100m 200m 200m 300m 400m100m

1500ｍ先

1200ｍ先500ｍ先

○○
作業中

800ｍ先300ｍ先

追越車線

第二走行車線

路　　肩

第一走行車線工事箇所

300m

●御
●協
●力

30m 30m 左側作業

一車線規制　Ａ・Ｂ

第一走行車線規制

交通規制図（その２）

・発炎筒（５分もの）　購入材

　　設置時（３本）

　　撤去時（３本）

：標識車：赤色回転灯

：矢印板

：安全太郎

：交通監視員：ラバーコーン

【凡例】

(貸与)

：警戒標識

500ｍ先

1台目

(貸与)

(貸与) (貸与)

(貸与)

(貸与)300ｍ先

○○

作業中

●御
●協
●力

：工事お知らせ看板

(貸与)
交通規制図（その２）
一車線規制　Ａ・Ｂ
第一走行車線規制

100m

ラバーコン・矢印板 20m間隔ラバーコーン 10m間隔20m間隔

アプローチ

（工事車両入口）
緩衝帯工事区間加速区間 テーパー部

車両入口30m

－

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

規制材種類 単位 数量 摘要

矢印板 枚 17 貸与

ラバーコーン 個 必要数 貸与

警戒標識 基 5 貸与

貸与赤色回転灯 1

安全太郎 1 貸与

標識車 台 1 貸与

防護車 台 1 受注者

交通監視員 人 1 テーパー

台

台

：防護車

※1ｋｍ以上の渋滞が発生した場合は、後尾警戒車を配置する。

・防護車については、進入車両強制停止装置でも可。

規制機材表

人 1 車両入口

人 1 工事箇所

人 2 巡回等
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：標識車：赤色回転灯

：矢印板

：安全太郎

：交通監視員：ラバーコーン

【凡例】

(貸与)

：警戒標識

500ｍ先

1台目

(貸与)

(貸与) (貸与)

(貸与)

(貸与)300ｍ先

1200ｍ先500ｍ先
800ｍ先

追越車線

第二走行車線

路　　肩

第一走行車線

○○
作業中

●御
●協
●力

30m 30m

300ｍ先

1500ｍ先

右側作業

：遠隔操作型ＬＥＤ表示機

工事中

1200m先

工事中

 800m先

工事中

 300m先

工事中

1200m先

一車線規制　Ａ・Ｂ

追越車線規制

交通規制図（その３）

交通規制図（その３）
一車線規制　Ａ・Ｂ

追越車線規制

○○

作業中

●御
●協
●力

：工事お知らせ看板

(貸与)

300m

矢印板

2@50

=100m 200m 200m 300m 400m100m 300m100m

ラバーコン・矢印板 20m間隔ラバーコーン 10m間隔20m間隔

アプローチ

（工事車両入口）
緩衝帯工事区間加速区間 テーパー部

工事箇所

車両入口30m

－

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

矢印板 枚 17 貸与

ラバーコーン 個 必要数 貸与

警戒標識 基 5 貸与

貸与赤色回転灯 1

安全太郎 1 貸与

標識車 台 1 貸与

防護車 台 1 受注者

台

台

：防護車

・発炎筒（５分もの）　購入材

　　設置時（３本）

　　撤去時（３本）

※1ｋｍ以上の渋滞が発生した場合は、後尾警戒車を配置する。

・防護車については、進入車両強制停止装置でも可。

遠隔操作型ＬＥＤ表示機 遠隔操作型ＬＥＤ表示機 遠隔操作型ＬＥＤ表示機

規制材種類 単位 数量 摘要

規制機材表

交通監視員 人 1 テーパー

人 1 車両入口

人 1 工事箇所

人 2 巡回等
(貸与)

遠隔操作型ＬＥＤ表示機 台 1 貸与
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1500ｍ先

1200ｍ先500ｍ先

○○
作業中

800ｍ先300ｍ先

追越車線

第二走行車線

路　　肩

第一走行車線

●御
●協
●力

30m 30m 左側作業

一車線規制　Ｃ（夜）

第一走行車線規制

交通規制図（その４）

交通規制図（その４）
一車線規制Ｃ（夜）
第一走行車線規制

：標識車：赤色回転灯

：矢印板

：安全太郎

：交通監視員：ラバーコーン
(反射キャップ)

【凡例】

(貸与)

：警戒標識
（頭部に自発光デリ付）500ｍ先

1台目

(貸与)

(貸与) (貸与)

(貸与)

(貸与)300ｍ先

：指示方向

(貸与)

内照式（高輝度）

○○

作業中

●御
●協
●力

：工事お知らせ看板

(貸与)

(内照式または高輝度)

300m

矢印板

2@50

=100m 200m 200m 300m 400m100m 300m100m

ラバーコン・矢印板 20m間隔ラバーコーン 10m間隔20m間隔

アプローチ

（工事車両入口）
緩衝帯工事区間加速区間 テーパー部

工事箇所

車両入口30m

－

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

矢印板 枚 17 貸与

ラバーコーン 個 必要数 貸与

警戒標識 基 5 貸与

貸与赤色回転灯 1

安全太郎 1 貸与

標識車 台 1 貸与

防護車 台 1 受注者

指定方向標識（内照式） 基 1 貸与

自発光デリネータ 個 必要数 貸与

台

台

：防護車

・発炎筒（５分もの）　購入材

　　設置時（３本）

　　撤去時（３本）

※1ｋｍ以上の渋滞が発生した場合は、後尾警戒車を配置する。

・防護車については、進入車両強制停止装置でも可。

規制材種類 単位 数量 摘要

規制機材表

交通監視員 人 1 テーパー

人 1 車両入口

人 1 工事箇所

人 2 巡回等

 16     34



1200ｍ先500ｍ先
800ｍ先

追越車線

第二走行車線

路　　肩

第一走行車線

○○
作業中

●御
●協
●力

30m 30m

300ｍ先

1500ｍ先

右側作業

：標識車：赤色回転灯

：矢印板

：安全太郎

：交通監視員：ラバーコーン
(反射キャップ)

【凡例】

(貸与)

：警戒標識
（頭部に自発光デリ付）500ｍ先

1台目

(貸与)

(貸与) (貸与)

(貸与)

(貸与)300ｍ先 ：指示方向

(貸与)

内照式（高輝度）

○○
作業中

●御
●協
●力

：工事お知らせ看板

(貸与)

(内照式または高輝度)

：遠隔操作型ＬＥＤ表示機

工事中

1200m先

工事中

 800m先

工事中

 300m先

工事中

1200m先

一車線規制　Ｃ（夜）

追越車線規制

交通規制図（その５）

交通規制図（その５）
一車線規制Ｃ（夜）

追越車線規制

300m

矢印板

2@50

=100m 200m 200m 300m 400m100m 300m100m

ラバーコン・矢印板 20m間隔ラバーコーン 10m間隔20m間隔

アプローチ

（工事車両入口）
緩衝帯工事区間加速区間 テーパー部

工事箇所

車両入口30m

－

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

矢印板 枚 17 貸与

ラバーコーン 個 必要数 貸与

警戒標識 基 5 貸与

貸与赤色回転灯 1

安全太郎 1 貸与

標識車 台 1

防護車 台 1 受注者

指示方向標識（内照式） 基 1 貸与

自発光デリネータ 個 必要数 貸与

貸与

台

台

：防護車

・発炎筒（５分もの）　購入材

　　設置時（３本）

　　撤去時（３本）

※1ｋｍ以上の渋滞が発生した場合は、後尾警戒車を配置する。

・防護車については、進入車両強制停止装置でも可。

遠隔操作型ＬＥＤ表示機 遠隔操作型ＬＥＤ表示機 遠隔操作型ＬＥＤ表示機

規制材種類 単位 数量 摘要

規制機材表

交通監視員 人 1 テーパー

人 1 車両入口

人 1 工事箇所

人 2 巡回等

遠隔操作型ＬＥＤ表示機 台 1 貸与

(貸与)
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二車線規制　Ｃ（夜）

第一走行車線・第二走行車線規制

交通規制図（その６）

・発炎筒（５分もの）　購入材

　　設置時（６本）

　　撤去時（６本）

：標識車：赤色回転灯

：矢印板

：安全太郎

：交通監視員：ラバーコーン
(反射キャップ)

【凡例】

(貸与)
：2tトラック（受注者）

：警戒標識
（頭部に自発光デリ付）500ｍ先

1台目 2台目

(貸与)

(貸与) (貸与)

(貸与)

(貸与)300ｍ先

：指示方向

(貸与)

内照式（高輝度）

○○

作業中

●御
●協
●力

：工事お知らせ看板

(貸与)

交通規制図（その６）
二車線規制　Ｃ（夜）

第一走行車線・第二走行車線規制

1500ｍ先

1200ｍ先500ｍ先

○○

作業中

800ｍ先300ｍ先

追越車線

第二走行車線

路　　肩

第一走行車線

●御
●協
●力

左側作業

工事箇所

30m

最大：約3.0㎞

最小：約1.0㎞

300m

矢印板

2@50

=100m 200m 200m 300m 400m100m 300m100m

ラバーコーン・矢印板 20m間隔ラバーコーン 10m間隔20m間隔

アプローチ

（工事車両入口）
緩衝帯工事区間加速区間 テーパー部

200m

第二テーパー部

300m

車両入口30m

30m

－

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

矢印板 枚 43 貸与

ラバーコーン 個 必要数 貸与

警戒標識 基 8 貸与

貸与赤色回転灯 基 1

安全太郎 基 1 貸与

標識車 台 1

防護車 台 1 受注者

指示方向標識（内照式） 基 2 貸与

2ｔトラック

車載標識

受注者台

台

1

1

自発光デリネータ 個 必要数 貸与

貸与

30m 30m

：防護車

：車載式標識（受注者）

※1ｋｍ以上の渋滞が発生した場合は、後尾警戒車を配置する。

・防護車については、進入車両強制停止装置でも可。

規制材種類 単位 数量 摘要

規制機材表

：防護車

交通監視員 人 1 テーパー

人 1 車両入口

人 1 工事箇所

人 3 巡回等

受注者

　・標識車　１台目：標識車(貸与)

　　　　　２台目：２ｔトラック（受注者）

車載標識（受注者）
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・発炎筒（５分もの）　購入材

　　設置時（６本）

　　撤去時（６本）

　・標識車　１台目：標識車(貸与)

　　　　　２台目：２ｔトラック（受注者）

：標識車：赤色回転灯

：矢印板

：安全太郎

：交通監視員：ラバーコーン
(反射キャップ)

【凡例】

(貸与)
：2tトラック（受注者）

：警戒標識
（頭部に自発光デリ付）500ｍ先

1台目 2台目

(貸与)

(貸与) (貸与)

(貸与)

(貸与)300ｍ先

：指示方向

(貸与)

内照式（高輝度）

○○

作業中

●御
●協
●力

：工事お知らせ看板

(貸与)

：遠隔操作型ＬＥＤ表示機

1200ｍ先500ｍ先

○○
作業中

800ｍ先

追越車線

第二走行車線

路　　肩

第一走行車線

●御
●協
●力

1500ｍ先

右側作業
300ｍ先

二車線規制　Ｃ（夜）

第二走行車線・追越車線規制

交通規制図（その７）

交通規制図（その７）
二車線規制　Ｃ（夜）

第二走行車線・追越車線規制

1200m先 800m先 300m先

工事中 工事中 工事中

1200m先

工事中

最大：約3.0㎞

最小：約1.0㎞

300m

矢印板

2@50

=100m 200m 200m 300m 400m100m 300m100m

ラバーコーン・矢印板 20m間隔ラバーコーン 10m間隔20m間隔

アプローチ

（工事車両入口）
緩衝帯工事区間加速区間 テーパー部

200m

第二テーパー部

300m

30m 30m

工事箇所

車両入口30m

－

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

矢印板 枚 43 貸与

ラバーコーン 個 必要数 貸与

警戒標識 基 5 貸与

貸与赤色回転灯 1

安全太郎 1 貸与

標識車 台 1

防護車 台 1 受注者

指示方向（内照式） 基 2 貸与

2ｔトラック

車載標識

受注者台 1

台 1

30m 30m

台

台

自発光デリネータ 個 必要数 貸与

貸与

：車載式標識（受注者）

※1ｋｍ以上の渋滞が発生した場合は、後尾警戒車を配置する。

・防護車については、進入車両強制停止装置でも可。

遠隔操作型ＬＥＤ表示機 遠隔操作型ＬＥＤ表示機 遠隔操作型ＬＥＤ表示機

規制材種類 単位 数量 摘要

規制機材表

：防護車

交通監視員 人 1 テーパー

人 1 車両入口

人 1 工事箇所

人 3 巡回等

遠隔操作型ＬＥＤ表示機 台 1 貸与
(貸与)

受注者

車載標識（受注者）
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1 4 3K0

143K5

144K0

143K5

144K0

144K5

145K0

145K0

144K5

上流側

下流側

利
根

川
橋

交通保安要員配置図（その１）

－

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

交通保安要員配置図（その１）

交通誘導警備員Ｂ

交通誘導警備員Ｂ
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交通保安要員配置図（その２）

地理院地図（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/）をもとに、東日本高速道路（株）が加工 

交通保安要員配置図（その２）

－

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

久喜白岡ＪＣＴ高架下仮置場

交通誘導警備員Ａ

交通誘導警備員Ｂ

久喜白岡ＪＣＴ高架下資材置場
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車線シフト区間

路
肩
縮
小

1.5kｍ先

走
行
注
意

1kｍ先 1kｍ先

工
事
規
制
中

1kｍ先 1kｍ先

工
事
規
制
中

路
肩
縮
小

800ｍ先

走
行
注
意

1kｍ先

舗
装
工
事
中

1kｍ先

舗
装
工
事
中

500ｍ先

舗
装
工
事
中

500ｍ先

舗
装
工
事
中

300ｍ先

舗
装
工
事
中

300ｍ先

舗
装
工
事
中

500ｍ先

工
事
規
制
中

路
肩
縮
小

300ｍ先

走
行
注
意

注意

工
事
用
出
入
口

　 

先
右
側

1.5
kｍ

注意

工
事
用
出
入
口

　 

先
右
側

800
ｍ

注意

工
事
用
出
入
口

　 

先
右
側

500
ｍ

注意

工
事
用
出
入
口

　 

先
右
側

200
ｍ

（上り線）

工事標識設置撤去工図（その１）

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

－

工事標識設置撤去工図（その１）

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

/

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

41.381

42.081

42.581

41.881

42.381

42.229

42.729

42.929

42.229

42.729

42.929

42.421

43.121

43.421

43.721

ＫＰ

中分側および路肩側固定規制期間

中分側および路肩側固定規制期間

中分側および路肩側固定規制期間

中分側固定規制期間

中分側固定規制期間

中分側および路肩側固定規制期間の覆工板設置中

中分側および路肩側固定規制期間の覆工板設置中

中分側および路肩側固定規制期間の覆工板設置中

中分側固定規制期間の覆工板設置中

中分側固定規制期間の覆工板設置中

中分側固定規制期間の覆工板設置中

中分側固定規制期間

中分側固定規制期間

中分側固定規制期間

中分側固定規制期間

設置期間

路肩側

路肩側

路肩側

中分側・路肩側

路肩側

路肩側

路肩側

路肩側

中分側

中分側

中分側

中分側

中分側

中分側

中分側

設置場所番号

走行注意路肩縮小 1.5km

走行注意路肩縮小 800m

走行注意路肩縮小 300m

工事規制中 1km ＋車線シフト

工事規制中 500m

舗装工事中 1km

舗装工事中 500m

舗装工事中 300m

舗装工事中 1km

舗装工事中 500m

舗装工事中 300m

工事用出入口注意 1.5km

工事用出入口注意 800m

工事用出入口注意 500m

工事用出入口注意 200m

標示内容等 備考

路肩側設置看板

中分側設置看板

⑮ ⑭ ⑬ ⑪

⑩

⑫

⑨

④

①

④

②

⑥

⑤

③
⑦

⑧

（上り線）
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注意

工
事
用
出
入
口

　 

先
右
側

1.5
kｍ

1kｍ先 1kｍ先

工
事
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制
中

1kｍ先

舗
装
工
事
中

500ｍ先

舗
装
工
事
中

300ｍ先

舗
装
工
事
中

注意

工
事
用
出
入
口

　 

先
右
側

800
ｍ

注意

工
事
用
出
入
口

　 

先
右
側

500
ｍ

注意

工
事
用
出
入
口

　 

先
右
側

200
ｍ

車線シフト区間

300ｍ先

舗
装
工
事
中

500ｍ先

舗
装
工
事
中

1kｍ先

舗
装
工
事
中

500ｍ先

工
事
規
制
中

路
肩
縮
小

300ｍ先

走
行
注
意

路
肩
縮
小

800ｍ先

走
行
注
意

路
肩
縮
小

1.5kｍ先

走
行
注
意

1kｍ先 1kｍ先

工
事
規
制
中

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

－

工事標識設置撤去工図（その２）

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

/

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

41.381

42.081

42.581

41.881

42.381

42.229

42.729

42.929

42.229

42.729

42.929

42.421

43.121

43.421

43.721

ＫＰ

中分側および路肩側固定規制期間

中分側および路肩側固定規制期間

中分側および路肩側固定規制期間

中分側固定規制期間

中分側固定規制期間

中分側および路肩側固定規制期間の覆工板設置中

中分側および路肩側固定規制期間の覆工板設置中

中分側および路肩側固定規制期間の覆工板設置中

中分側固定規制期間の覆工板設置中

中分側固定規制期間の覆工板設置中

中分側固定規制期間の覆工板設置中

中分側固定規制期間

中分側固定規制期間

中分側固定規制期間

中分側固定規制期間

設置期間

路肩側

路肩側

路肩側

中分側・路肩側

路肩側

路肩側

路肩側

路肩側

中分側

中分側

中分側

中分側

中分側

中分側

中分側

設置場所番号

走行注意路肩縮小 1.5km

走行注意路肩縮小 800m

走行注意路肩縮小 300m

工事規制中 1km ＋車線シフト

工事規制中 500m

舗装工事中 1km

舗装工事中 500m

舗装工事中 300m

舗装工事中 1km

舗装工事中 500m

舗装工事中 300m

工事用出入口注意 1.5km

工事用出入口注意 800m

工事用出入口注意 500m

工事用出入口注意 200m

標示内容等 備考

路肩側設置看板

中分側設置看板

①

④

②
⑥

⑤
③ ⑦ ⑧

⑮⑭⑬⑪⑩
⑫

⑨

④

（下り線）

（下り線）

工事標識設置撤去工図（その２）
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TA1-3-3

法肩

法肩

法尻28.644

27.025

27.122

16.495

24.450

22.320

24.450

22.320

26.281

20.838

20.83819.700

A1センター　カルバート上（A2側）

カルバート下（A2側）

）

CL

25.415

16.861

0.000

YP+10.00

羽　生　市

YP+15.00

▽YP+19.167(TP+18.327)

▽YP+28.999(TP+28.159)

A1

HWL▽YP+24.965(TP+24.125)

HWL+2m

定規断面
実際の断面

▽YP+29.539(TP+28.699)

▽YP+25.467(TP+24.627)

1000 1700

▽高速道路路面高さ

橋台

定規断面位置図（その１）〔参考図〕 S=1/300Ａ１橋台上流側断面図・平面図

（Ａ－Ａ断面）
堤防法線

堤防法線

Ａ

Ａ

（平面図）

定規断面位置図（その１）〔参考図〕

1/300

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/
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羽　生　市

YP+15.00

▽YP+19.167(TP+18.327)

▽YP+28.999(TP+28.159)

A1

HWL▽YP+24.965(TP+24.125)

HWL+2m

実際の断面

▽YP+29.539(TP+28.699)

▽YP+25.467(TP+24.627)

橋台

1000 1700

定規断面

YP+10.00

▽高速道路路面高さ

利根高架
L=172.

A1橋台パラR

A1橋台パラR1

法肩R
法肩R2

27.500

27.504

27.025
27.093

19.

20.838

20.854

27.521

A1センター　カルバート上（A2側）

カルバート下（A2側）

25.415

16.861

定規断面位置図（その２）〔参考図〕

1/300

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

定規断面位置図（その２）〔参考図〕 S=1/300

ＢＢ

堤防法線

堤防法線

Ａ１橋台中心断面図・平面図

（Ｂ－Ｂ断面）

（平面図）
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羽　生　市

YP+15.00

▽YP+19.167(TP+18.327)

▽YP+28.999(TP+28.159)

A1

HWL▽YP+24.965(TP+24.125)

HWL+2m

定規断面現在の断面

▽YP+29.539(TP+28.699)

4
07
2

YP+10.00

▽YP+25.467(TP+24.627)

1000 1700

橋台

▽高速道路路面高さ

TA1-3-1

A1橋台パラR

A1橋台パラR1

法肩R
法肩R2

28.687

27.500

27.504

27.025
27.093

19.

20.838

20.854

27.521

センター　カルバート上（A2側）

カルバート下（A2側）

25.415

16.861

定規断面位置図（その３）〔参考図〕

1/300

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

定規断面位置図（その３）〔参考図〕 S=1/300

Ａ１橋台下流側断面図・平面図
（Ｃ－Ｃ断面）

Ｃ

Ｃ

堤防法線

（平面図）

堤防法線
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新点1

法肩

法肩

法尻

法肩

法尻

20.563

26.120

26.085

23.216

23.129

MHΦ600

19.310

19.112

18.87619.11119.386

18.799
19.035

19.383

19.492

19.487

19.124

21.472

22.990

24.793

19.487

21.250

20.890

道路（A1側）

道路（A2側）

19.154

19.070

YP+15.00

▽YP+25.676(TP+24.836)
HWL▽YP+24.965(TP+24.125)

HWL+2m

▽YP+29.748(TP+28.908)
▽YP+29.208(TP+28.368)

▽YP+19.376(TP+18.536)

橋台

▽高速道路路面高さ

実際の断面

定規断面

Ｄ

Ｄ

堤防法線

堤防法線

Ａ２橋台上流側断面図・平面図

（Ｄ－Ｄ断面）

（平面図）

定規断面位置図（その４）〔参考図〕

1/300

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

定規断面位置図（その４）〔参考図〕 S=1/300  27     34



橋台

YP+15.00

▽YP+25.676(TP+24.836)
HWL▽YP+24.965(TP+24.125)

HWL+2m

▽YP+29.748(TP+28.908)
▽YP+29.208(TP+28.368)

▽YP+19.376(TP+18.536)

▽高速道路路面高さ

実際の断面
定規断面

新点1
20.563

MHΦ600

19.398

19.310

19.111

19.112

18.87619.11119.386

19.487

19.124

18.892

19.063

19.151
18.899

27.629

20.227

21.168

定規断面位置図（その５）〔参考図〕

1/300

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

定規断面位置図（その５）〔参考図〕 S=1/300

Ｅ

Ａ２橋台中心断面図・平面図

（Ｅ－Ｅ断面）

Ｅ

堤防法線

（平面図）

堤防法線
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YP+15.00

▽YP+25.676(TP+24.836)
HWL▽YP+24.965(TP+24.125)

HWL+2m

▽YP+29.208(TP+28.368)

▽YP+19.376(TP+18.536)

▽YP+29.748(TP+28.908)
▽高速道路路面高さ

橋台

実際の断面

定規断面

法肩

法尻

法肩

法尻

20.563

23.311

20.259

19.398

19.310

19.111

21.434

20.057

20.416

25.971

26.091

25.910

18.892

19.063

19.151
18.899

19.260

18.938

27.629

20.227

21.168

25.910

25.971

法肩

22.706

道路（A2側）
20.194

道路（A1側）
19.512

定規断面位置図（その６）〔参考図〕

1/300

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

定規断面位置図（その６）〔参考図〕 S=1/300

Ｆ

Ｆ

堤防法線

堤防法線

Ａ２橋台下流側断面図・平面図

（Ｆ－Ｆ断面）

（平面図）
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S=1/500足場・支保工図〔参考図〕

足場・支保工図〔参考図〕

1/500

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

足場工費Ａ（防護型側面）

側 面 図

Ａ２

断 面 図

断 面 図 側 面 図

支 保 工

足場工費Ｂ（標準型側面）

側 面 図平 面 図

Ａ１

中央分離帯側施工時

路肩側施工時

足 場 工

支 保 工

2
43

8
5
01

11500

4
5
1

8
5
0
1

11500

6105

9
00

9
0
0

6105

33000

3
3
7
3

4
8
4
5

900 900

3
4
3
8

935

2400 2400

仮設防護柵 仮設防護柵

4800

仮設防護柵 仮設防護柵

 30     34



ダクト口×1接続余長7ｍ

213 177

14

16 42 26

213

177

14

16

42

26

異種管×1 異種管×1 異種管×2

異種管×2

通信管路現況図(仮移設済)

1/2500

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

通信管路現況図(仮移設済)（その１）〔参考図〕S=1/2500

42.7KP-43.2KP

（その１）〔参考図〕

50 羽生4-3

KP42.774

C1A

KP43.000

C2A

KP43.046

C2A

KP43.093

KP42.800

内照標識

KP43.053

OB-A OB-C

KP43.138KP42.751

非常電話内照標識

非常電話-東北43

ET-A

B-ST1

ヒ

ヒ

非常電話内照標識

非常電話-東北43

ET-A

KP42.751KP42.727

ITVカメラ

道路灯

ITV

50

B-ST1

C2AC1A C2A

OB-COB-A

ed f

ba

c

CCP-AP0.65-30P G42

露出G42(1)a

CCP-AP0.65-30P 強化FP40

中分ネット上露出強化FP40(1)b

CCP-AP0.65-30P G42

露出G42(2)c

(KDDI光)　別途工事 G42

CCP-AP0.65-30P 強化FP40

d

(KDDI光)　別途工事 強化FP40

CCP-AP0.65-30P 強化FP40

遮音壁添架強化FP40(2)e

(KDDI光)　別途工事 強化FP40

CCP-AP0.65-30P 強化FP40

配管用架台強化FP40(2)f

(KDDI光)　別途工事 強化FP40

下り線

上り線

利根高架橋

1

2

3 4

5

6
4

4

ア イ イ
ウ エ

CCP-AP0.65-30P SA25

E2S-SA25(3)1

－ SA25

－ SA25

CCP-AP0.65-20P SA25

E2S-SA25(3)2

－ SA25

－ SA25

CCP-AP0.65-100P VE54

E3S-VE54(3)42(1)3

VE54

－ VE54

－ VE42

(KDDI光)

CCP-AP0.65-100P SA50

E3C-SA50(1)4

CCP-AP0.65-100P SA50

B1-SA50(1)5

CCP-AP0.65-100P VE54

E3S-VE54(1)6

(KDDI光) PS50

E3S-PS50(2)VE42(1)ア

－ PS50

－ VE42

(KDDI光) SC50

B3-SC50(2)イ

－ SC50

(KDDI光) PS50

E3S-PS50(2)ウ

－ PS50

(KDDI光) VE54

E3S-VE54(2)エ

－ VE54

：新　設

：既　設

 凡 例 

：異種管継手新設
　(強化FP40-G42)

+強化FP40(2)
架空Aメッセンジャーワイヤ22sq(2)

100P

20P

100P

30P30P

M-J-95K
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7

12

13

58 15 64 16 64 16 64 16 64 16 64 16 64 16 58

7

12

13

58×2+64×6=500

15＋16×6=111

異種管×2

異種管×4 異種管×4 異種管×4 異種管×4 異種管×4 異種管×4 異種管×4

異種管×2

伸縮継手

通信管路現況図(仮移設済)

1/2500

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

通信管路現況図(仮移設済)（その２）〔参考図〕S=1/2500

43.2KP-43.8KP

（その２）〔参考図〕

C1-A

KP43.250

C2-A

KP43.300

C2-A

KP43.375 KP43.450

C2-A

KP43.500

C1-A

KP43.550

C2-A

KP43.625

C2-A

KP43.700

C2-A

KP43.750

C1-A

KP43.800

C2-A

KP43.233

OB-A

KP43.552

OB-A OB-A

KP43.735

C2AC2A C2A

OB-AOB-A OB-A

C1A C1A C2A C2A C2A C2AC1A

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7

h

j

i

l

k

CCP-AP0.65-30P

橋台上 強化FP40(2)h

(KDDI光)　別途工事

CCP-AP0.65-30P 強化FP40

i

(KDDI光)　別途工事 強化FP40

CCP-AP0.65-30P G42

橋梁下鋼製添架G42(2)j

(KDDI光)　別途工事 G42

CCP-AP0.65-30P 強化FP40

高欄上強化FP40(2)k

(KDDI光)　別途工事 強化FP40

CCP-AP0.65-30P G42

高欄上G42(2)l

(KDDI光)　別途工事 G42

下り線

上り線

オ

7

利根川橋

4

：新　設

：既　設

 凡 例 

CCP-AP0.65-100P SA50

E3C-SA50(1)4

CCP-AP0.65-100P VE54

B1-VE54(1)7

(KDDI光) SC50

B2A-SC50(2)オ

－ SC50

+強化FP40(2)
架空Bメッセンジャーワイヤ22sq(2)

：異種管継手新設
　(強化FP40-G42)

強化FP40

強化FP40

ピストン式エキスパンション EX-PL ×2
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12

12

6 8

接続余長2ｍ×2

169

41

41 212

ダクト口×1 ダクト口×1

41

8+169=177

6

12

12

前頁参照

41

212

接続余長7ｍ

異種管×2

異種管×2

異種管×2

異種管×1

異種管×1

異種管×2

通信管路現況図(仮移設済)

1/2500

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

通信管路現況図(仮移設済)（その３）〔参考図〕S=1/2500

43.8KP-44.6KP

（その３）〔参考図〕

KP44.
291

C-Bx

車両検知器252

KP43.985

KP44.004

車両検知器241

TC

TC

TX

KP44.050

混雑情報板 KP44.249 KP44.499

Ｋ型情報板

KP44.250

混
雑

K

KP44.052

内照標識

PB

PB

B-ST1B-ST1

KP43.996

非常電話内照標識

非常電話-東北44

ET-A

非常電話内照標識

非常電話-東北44

ET-A

B-ST1

KP43.996

ヒ

ヒ

渋
滞

KP44.480

渋滞情報板

KP44.57

EA-C1

ﾊｲﾗｼﾞ屋外送信機

50

KP43.900

50 羽生4-3

KP43.888

EA-C1

B-ST1B-ST1

KP44.050

軽量HH(接続用)※2 ※2：KDDI用

k

h

j

i

m

e e

m

m
a n

軽量HH(接続用)新設×1

下り線

上り線

利根川橋

オ
カ

4

8

1

9

8

：新　設

：既　設

 凡 例 
CCP-AP0.65-100P SA50

E3C-SA50(1)4

CCP-AP0.65-100P VE54

B1-VE54(1)7

CCP-AP0.65-100P VE54

E3S-VE54(3)8

VE54

－ VE54

(KDDI光)

CCP-AP0.65-40P SA25

E2S-SA25(3)9

－ SA25

－ SA25

(KDDI光) SC50

B2A-SC50(2)オ

－ SC50

(KDDI光) S50

E3C-S50(2)カ

－ S50

7

CCP-AP0.65-30P SA25

E2S-SA25(3)1

－ SA25

－ SA25

：異種管継手新設
　(強化FP40-G42)

KP43.878

軽量HH(接続用)※1 ※1：メタル用

軽量HH(接続用)新設×1

CCP-AP0.65-30P G42

露出G42(1)a

CCP-AP0.65-30P 強化FP40

遮音壁添架強化FP40(2)e

(KDDI光)　別途工事 強化FP40

CCP-AP0.65-30P

橋台上 強化FP40(2)h

(KDDI光)　別途工事

CCP-AP0.65-30P 強化FP40

i

(KDDI光)　別途工事 強化FP40

CCP-AP0.65-30P G42

橋梁下鋼製添架G42(2)j

(KDDI光)　別途工事 G42

CCP-AP0.65-30P 強化FP40

高欄上強化FP40(2)k

(KDDI光)　別途工事 強化FP40

CCP-AP0.65-30P 強化FP40

門柱添架強化FP40(2)m

(KDDI光)　別途工事 強化FP40

G42

露出G42(1)n

(KDDI光)　別途工事

+強化FP40(2)
架空Bメッセンジャーワイヤ22sq(2)

100P

40P

100P

30P30P

M-J-100K

30P30P

M-S-30

強化FP40

強化FP40

CCP-AP0.65-30P 強化FP40

露出強化FP40(1)o

露出強化FP40(1)p

(KDDI光)　別途工事 強化FP40

o

p
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通信管路現況図(その４)

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

通信管路現況図（その４）(国土交通省光通信ケーブル)〔参考図〕 S=1/1000

(国土交通省光ケーブル)〔参考図〕
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